
 
 
 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 

 

 

全戸家庭訪問 

・「つながろう 湯浅！」を合言葉に、「人と 

人とがつながる家庭教育支援」を目指し、 

地域のつながり作りに取り組む。 

・直接家庭に出向き、家庭教育についての情 

報提供や相談対応を行いながら、ニーズに 

応じた支援を継続的に行う。 

・問題の未然防止及び早期発見・早期対応に 

繋げる。 

０才児から中学３年生までの子供がいる全ての家庭を 

Ａ・Ｂ・Ｃの３ブロックに分け、１ヶ月に１ブロック、 

３ヶ月で全家庭を訪問する（年間４回訪問実施）。 

湯浅町 

子育て・家庭教育支援チーム 

「とらいあんぐる」 

 

リーダー（ＳＳＷ）１名 

サブリーダー   １名 

アドバイザー    １名 

訪問支援員   １３名 

 

チームメンバー 

教育委員会と福祉部局との連携・協働 

平成２１年度から小・中学校児童生徒家庭を対象に活動

していたが、平成２７年度からは健康福祉課の利用者支

援事業を活用することで、０歳児から義務教育終了まで

の全ての子育て家庭対象に「切れ目のない子育て支援」

を行う体制が整った。 



湯浅町  

子育て・家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」 

ＴＥＬ 0737-63-1111（湯浅町教育委員会） 

ＵＲＬ http://yuasa.ed.jp/publics/index/20/ 
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家庭教育情報誌の発行 

 

情報誌「すまいる」 
「すまいる

２
」３才児～中学生の家庭対象 

「Baby すまいる」０才児～２才児の家庭対象 

「全戸配布用すまいる」町内全家庭対象 
 

～主な内容～ 

 子育てアドバイス（漫画）、料理レシピ、 

学校・保育所・幼稚園の行事の様子 など 

学校や関係機関との連携 
保護者・学校・地域・関係機関からの相談や情報の対応については、学校や関係機関と 

協働でアセスメントし、役割分担をしながら適切に、ニーズに応じた支援活動を行う。 

ＳＳＷを中心とした支援体制 

循環型の人材育成 

訪問のツールとして活用 

訪問を受けていた家庭教育に関心の高い保

護者が、支援員となって活動していく循環型

の人材育成へ!! 

家庭支援の３つのキーワード 

“気づく（見つける）” 

     “見守る（寄り添う）” 

   “繋げる（関係機関につなげる）” 


